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：

質問Ａ

ａ.売上高 1 2 3 1 2 3
　（出荷高） 増加 不変 減少 増加 不変 減少
ｂ.採算 1 2 3 1 2 3
　（経常利益ベース） 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
ｃ.仕入単価 1 2 3 1 2 3

下落 不変 上昇 下落 不変 上昇
ｄ.従業員 1 2 3 1 2 3

不足 適正 過剰 不足 適正 過剰
ｅ.業況 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
f.資金繰り 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ 業界内のトピック（記述式）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

※ ＤI値と景気の概況

特に好調 好調 まあまあ 不振

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した
今月の水準

今月の水準と比較した向
こう3ヶ月の先行き見通し

極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

全 産 業

　　　　　　　　　　＜産業別回収状況＞

23
68.4%
60.9%

回答数
63.6%

○ 調 査 期 間　　 ：　　平成22年6月16日　～　6月22日

調査産業

ＤＩ値 ＝ １ 増加他の回答割合 － ３ 減少他の回答割合

調査対象数
107
19

　　  と 調 査 表
 ○ 調 査 方 法  

○ 調 査 対 象  　 ：　　柏市内107事業所及び組合にヒアリング

製　　　造
卸 ・小売
サービス

下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で「業界内のトピック」の
記述回答。

67.4%43
22 12 54.5%

回収率
68

０（ゼロ）を基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がり
を意味する。

柏 の 景 気 情 報 （ 平 成 ２２ 年 ６月 分 ）

建　　　設 13
14
29

　　　　　　　　　　　ＤＩ値は、売上、採算、業況などの項目についての判断状況を表す。

　　　　　　　　　※ ＤＩ値（景況判断指数）について
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全産業 建設 製造 卸･小売 サービス
１月 ▲ 44.4 ▲ 53.3 ▲ 11.7 ▲ 60.7 ▲ 41.6
２月 ▲ 44.5 ▲ 64.2 ▲ 17.6 ▲ 58.6 ▲ 28.5
３月 ▲ 42.6 ▲ 64.2 ▲ 21.0 ▲ 48.1 ▲ 40.0
４月 ▲ 39.4 ▲ 64.2 ▲ 5.8 ▲ 48.1 ▲ 38.4
５月 ▲ 43.0 ▲ 33.3 ▲ 12.5 ▲ 62.9 ▲ 50.0
６月 ▲ 42.6 ▲ 46.1 ±0.0 ▲ 65.5 ▲ 33.3

見通し ▲ 35.2 ▲ 30.7 ▲ 7.1 ▲ 51.7 ▲ 33.3

【製造業】からは「電子パーツ等が中国へ大幅に流れているため、納期確保に苦労している。引き合い、受注量が増えて
こず「景気が良くなってきた」という実感がまだ持てない。関係業者からは中国の好景気がまだ続きそうなため、中国か
らの大量注文が継続的に続いていて、国内メーカーからの受注品確保に苦労しているとのこと」（その他の機械・同部分
品製造業）などのコメントが寄せられた。

【平成２２年６月の調査結果のポイント】

6月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲42.6(前月水準▲43.0)となり、マイナス幅が
△0.4ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲33.3(同▲
50.0)、製造業±0.0(同▲12.5)である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、建設業▲46.1(同▲
33.3)、卸小売業▲65.5(同▲62.9)である。

【建設業】からは、「見積もりの時点で採算が合わず辞退せざるを得ない場合もある。品質の低下を懸念する」（電気工事業）
等のコメントが寄せられた。

○

≪業況ＤＩはほぼ横ばい≫

◎買い控え

　見通しは今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ

【サービス業】では、「７月の参議院選挙の結果で景気が左右されそうな気がします」（理容業）といったコメントがあった。

各業種から、「6月度月初は天候にも恵まれたことから夏物需要が高まり、入店客数・売り上げともに年前を上回る推移となっ
た。2週目に入ると入店客数が低調な推移となったことから、客数減の影響を受けた雑貨業種、飲食業種の苦戦が目立った
が、衣料品店舗で順次ＶＩＰセールを開催したため、売上高に大きな落ち込みは見られなかった。月末にかけては周辺ＳＣの
セールが実施されることや、セール前の買い控えも予想されることから、接客を強化し売上につなげていく」（各種商品小売
業）、「対前年比来客者数は若干増であるが、客単価は90%に減っている。これも不景気故の買い控えなのか」（公衆浴場業）
などのコメントが寄せられた。

各業種から、「良い材料はありません」（一般土木建築工事業）、「ボーナス時期でもあり、資金調達に苦慮しています。今後大
幅に利益が上がる材料が無いので、ここでボーナス支給をどうするか考え中です」（管工事業）などの声が寄せられた。

【卸小売業】からは、「梅雨入りをしたが、天候の乱れや不安定さが生産物にも影響している状況。そのため野菜が単価安で
あったり、単価高であるものもあり安定しない。果実も同様の状況全体的には気が抜けない入荷減、売上減の販売で流通経
路の変化が生じています」（食料・飲料卸売業）、「スポーツ衣料部門が販売競争の激化で今期は前年比売上５％減の予想。
経費削減や仕入れ努力により経常益はプラス予想。大手との競合、低価格競争の時代に、商品の選別、販売価格等厳しい
局面が続くと思う。当面は立地条件や経営基盤の無い中小業者の淘汰が続くと思う」（その他の飲食料品小売業）、「依然、前
年数字をクリアできない業況が続いている。今年も夏物衣料品の見切り時期が早まりそうで、採算悪化が心配される」（その
他の各種商品小売業）などといった声も寄せられた。

各業種から、「消費者は子ども手当により多少の余裕は出るのかもしれないが、まだまだ先行きがわからないため、とりあえ
ず預金している状態ではないか」（古紙卸売業）、「前月は売り上げが17カ月ぶりに前年同月とほぼ同水準まで盛り返すなど、
好転（下げ止まり）の兆しが強い。しかしながら6月に関しては前年ほどの勢いがみられず楽観ができない状況である」（百貨
店）などのコメントが寄せられている。

◎好材料なし

◎先行き不透明
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平成22年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 7月～9月 ( 6月～8月 )

全　産　業 ▲ 44.4 ▲ 44.5 ▲ 42.6 ▲ 39.4 ▲ 43.0 ▲ 42.6 ▲ 35.2 ( ▲ 37.5 )

建　　　 設 ▲ 53.3 ▲ 64.2 ▲ 64.2 ▲ 64.2 ▲ 33.3 ▲ 46.1 ▲ 30.7 ( ▲ 13.3 )

製　　　 造 ▲ 11.7 ▲ 17.6 ▲ 21.0 ▲ 5.8 ▲ 12.5 ±0.0 ▲ 7.1 ( ▲ 12.5 )

卸 ・ 小売 ▲ 60.7 ▲ 58.6 ▲ 48.1 ▲ 48.1 ▲ 62.9 ▲ 65.5 ▲ 51.7 ( ▲ 55.5 )

サ ー ビ ス ▲ 41.6 ▲ 28.5 ▲ 40.0 ▲ 38.4 ▲ 50.0 ▲ 33.3 ▲ 33.3 ( ▲ 57.1 )

○

○

先行き見通し

6月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲42.6(前月水準▲43.0)となり、マイナ
ス幅が△0.4ポイント縮小した。

【平成２２年６月の業況についての状況】

向こう３ヶ月（7月から9月）の先行き見通しについては、全産業では、▲35.2（前月水準▲37.5）とな
り、マイナス幅が△2.3ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービ
ス業▲33.3(同▲57.1)、製造業▲7.1(同▲12.5)、卸小売業▲51.7(同▲55.5)であり、特に、サービス
業はマイナス幅が△23.8ポイントと大幅に縮小する見通しである。マイナス幅が拡大する見通しの
業種は、建設業▲30.7(同▲13.3)である。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲
33.3(同▲50.0)、製造業±0.0(同▲12.5)である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、建
設業▲46.1(同▲33.3)、卸小売業▲65.5(同▲62.9)である。

平成２２年６月業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

▲ 80.0

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

ＤＩ値

月別

平成２２年６月の業況ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 80.0 ▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２２年６月の業況

６月
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平成22年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 7月～9月 ( 6月～8月 )

全　産　業 ▲ 51.3 ▲ 43.2 ▲ 41.3 ▲ 29.5 ▲ 36.1 ▲ 38.2 ▲ 33.8 ( ▲ 22.2 )

建　　　 設 ▲ 73.3 ▲ 71.4 ▲ 78.5 ▲ 78.5 ▲ 26.6 ▲ 53.8 ▲ 23.0 ( ▲ 26.6 )

製　　　 造 ▲ 11.7 ▲ 29.4 ±0.0 △ 23.5 ±0.0 ±0.0 ±0.0 ( △ 18.7 )

卸 ・ 小売 ▲ 67.8 ▲ 48.2 ▲ 48.1 ▲ 44.4 ▲ 51.8 ▲ 55.1 ▲ 51.7 ( ▲ 37.0 )

サ ー ビ ス ▲ 41.6 ▲ 21.4 ▲ 46.6 ▲ 15.3 ▲ 57.1 ▲ 25.0 ▲ 41.6 ( ▲ 35.7 )

○

○

【平成２２年６月の売上についての状況】

6月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲38.2(前月水準▲36.1)となり、マイナ
ス幅が▲2.1ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、サービス業▲25.0(同▲57.1)であ
り、マイナス幅が△32.1ポイントと大幅に縮小した。変らない業種は、製造業±0.0(同±0.0)である。
マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、建設業▲53.8(同▲26.6)、卸小売業▲55.1(同▲
51.8)であり、特に、建設業はマイナス幅が▲27.2ポイントと大幅に拡大した。

向こう３ヶ月（7月から9月）の先行き見通しについては、全産業では、▲33.8（前月水準▲22.2）とな
り、マイナス幅が▲11.6ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、建設業▲23.0(同▲26.6)
である。プラス幅が縮小する見通しの業種は、製造業±0.0(同△18.7)である。マイナス幅が拡大す
る見通しの業種は、卸小売業▲51.7(同▲37.0)、サービス業▲41.6(同▲35.7)である。

　　平成２２年６月の売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

▲ 80.0 ▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２２年６月の売上

６月

▲ 90.0

▲ 80.0

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

ＤＩ値

月別

平成２２年６月の売上ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成２２年
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 7月～9月 ( 6月～8月 )

全　産　業 ▲ 48.6 ▲ 40.5 ▲ 40.0 ▲ 42.2 ▲ 44.4 ▲ 51.4 ▲ 41.1 ( ▲ 29.1 )

建　　　 設 ▲ 80.0 ▲ 78.5 ▲ 85.7 ▲ 85.7 ▲ 66.6 ▲ 92.3 ▲ 53.8 ( ▲ 40.0 )

製　　　 造 △ 5.8 ▲ 17.6 △ 5.2 △ 11.7 △ 6.2 ±0.0 ±0.0 ( △ 6.2 )

卸 ・ 小売 ▲ 71.4 ▲ 44.8 ▲ 55.5 ▲ 59.2 ▲ 59.2 ▲ 65.5 ▲ 55.1 ( ▲ 40.7 )

サ ー ビ ス ▲ 33.3 ▲ 21.4 ▲ 26.6 ▲ 30.7 ▲ 50.0 ▲ 33.3 ▲ 41.6 ( ▲ 35.7 )

向こう３ヶ月（7月から9月）の先行き見通しについては、全産業では、▲41.1（前月水準▲29.1）とな
り、マイナス幅が▲12.0ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が縮小する見通しの業種は、製造業±0.0(同△6.2)であ
る。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲55.1(同▲40.7)、サービ
ス業▲41.6(同▲35.7)、建設業▲53.8(同▲40.0)である。

○

先行き見通し

　　平成２２年６月の採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

6月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲51.4(前月水準▲44.4)となり、マイナ
ス幅が▲7.0ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、サービス業▲33.3(同▲50.0)であ
る。プラス幅が縮小した業種は、製造業±0.0(同△6.2)である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の
大きい順に、建設業▲92.3(同▲66.6)、卸小売業▲65.5(同▲59.2)であり、特に、建設業はマイナス
幅が△25.7ポイントと大幅に拡大した。

【平成２２年６月の採算についての状況】

○

▲ 100.0 ▲ 90.0 ▲ 80.0 ▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２２年６月の採算

６月

▲ 100.0

▲ 90.0

▲ 80.0

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

ＤＩ値

月別

平成２２年６月の採算ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成22年
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 7月～9月 ( 6月～8月 )

全　産　業 ▲ 4.1 ▲ 10.8 ▲ 20.0 ▲ 25.3 ▲ 20.8 ▲ 27.9 ▲ 22.0 ( ▲ 26.3 )

建　　　 設 ±0.0 ▲ 7.1 ▲ 7.1 ▲ 21.4 ▲ 33.3 ▲ 23.0 ▲ 30.7 ( ▲ 26.6 )

製　　　 造 ▲ 11.7 ▲ 17.6 ▲ 31.5 ▲ 29.4 ▲ 12.5 ▲ 21.4 ▲ 21.4 ( ▲ 18.7 )

卸 ・ 小売 △ 7.1 ±0.0 ▲ 14.8 ▲ 18.5 ▲ 18.5 ▲ 31.0 ▲ 13.7 ( ▲ 25.9 )

サ ー ビ ス ▲ 25.0 ▲ 28.5 ▲ 26.6 ▲ 38.4 ▲ 21.4 ▲ 33.3 ▲ 33.3 ( ▲ 35.7 )

　　平成２２年６月の仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

6月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲27.9(前月水準▲20.8)となり、マイナ
ス幅が▲7.1ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、建設業▲23.0(同▲33.3)である。
マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲31.0(同▲18.5)、サービス業▲33.3(同
▲21.4)、製造業▲21.4(同▲12.5)である。

向こう３ヶ月（7月から9月）の先行き見通しについては、全産業では、▲22.0（前月水準▲26.3）とな
り、マイナス幅が△4.3ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、卸小
売業▲13.7(同▲25.9)、サービス業▲33.3(同▲35.7)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種
は、幅の大きい順に、建設業▲30.7(同▲26.6)、製造業▲21.4(同▲18.7)である。

○

○

先行き見通し

【平成２２年６月の仕入単価についての状況】

▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２２年６月の仕入単価

６月

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

ＤＩ値

月別

平成２２年６月の仕入単価ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成22年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 7月～9月 ( 6月～8月 )

全　産　業 ▲ 11.1 ▲ 9.4 ▲ 10.6 ▲ 7.0 ▲ 2.7 ▲ 4.4 ▲ 7.3 ( ▲ 5.5 )

建　　　 設 ▲ 13.3 ▲ 14.2 ▲ 21.4 ▲ 21.4 ±0.0 ±0.0 ±0.0 ( ▲ 6.6 )

製　　　 造 ▲ 35.2 ▲ 23.5 ▲ 21.0 ▲ 5.8 ▲ 6.2 ▲ 14.2 ▲ 21.4 ( ▲ 6.2 )

卸 ・ 小売 ▲ 10.7 ▲ 17.2 ▲ 18.5 ▲ 14.8 ▲ 14.8 ▲ 17.2 ▲ 17.2 ( ▲ 18.5 )

サ ー ビ ス △ 25.0 △ 28.5 △ 26.6 △ 23.0 △ 21.4 △ 33.3 △ 25.0 ( △ 21.4 )

向こう３ヶ月（7月から9月）の先行き見通しについては、全産業では、▲7.3（前月水準▲5.5）となり、
マイナス幅が▲1.8ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、サービス業△25.0(同△
21.4)である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設業±0.0(同▲6.6)、卸
小売業▲17.2(同▲18.5)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、製造業▲21.4(同▲6.2)で
ある。

　　平成２２年６月の従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

6月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲4.4(前月水準▲2.7)となり、マイナス
幅が▲1.7ポイント拡大した。
業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、サービス業△33.3(同△21.4)である。
変らない業種は、建設業±0.0(同±△0.0である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、
製造業▲14.2(同▲6.2)、卸小売業▲17.2(同▲14.8)である。

【平成２２年６月の従業員についての状況】

○

○

先行き見通し

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0 △ 40.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２２年６月の従業員

６月

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

ＤＩ値

月別

平成２２年６月の従業員ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成２２年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 7月～9月 ( 6月～8月 )

全　産　業 ▲ 23.6 ▲ 28.3 ▲ 22.6 ▲ 22.5 ▲ 34.7 ▲ 25.0 ▲ 17.6 ( ▲ 29.1 )

建　　　 設 ▲ 26.6 ▲ 35.7 ▲ 42.8 ▲ 35.7 ▲ 40.0 ▲ 30.7 ▲ 7.6 ( ▲ 13.3 )

製　　　 造 ▲ 17.6 ▲ 17.6 ▲ 15.7 ▲ 5.8 ▲ 18.7 ▲ 7.1 ▲ 7.1 ( ▲ 12.5 )

卸 ・ 小売 ▲ 21.4 ▲ 31.0 ▲ 18.5 ▲ 29.6 ▲ 40.7 ▲ 31.0 ▲ 24.1 ( ▲ 44.4 )

サ ー ビ ス ▲ 33.3 ▲ 28.5 ▲ 20.0 ▲ 15.3 ▲ 35.7 ▲ 25.0 ▲ 25.0 ( ▲ 35.7 )

先行き見通し

平成２２年６月の資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

【平成２２年６月の資金繰りについての状況】

6月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲25.0(前月水準▲34.7)となり、マイナ
ス幅が△9.7ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、全ての業種においてマイナス幅が縮小しており、幅の大きい順
に、製造業▲7.1(同▲18.7)、サービス業▲25.0(同▲35.7)、卸小売業▲31.0(同▲40.7)、建設業▲
30.7(同▲40.0)である。

向こう３ヶ月（7月から9月）の先行き見通しについては、全産業では、▲17.6（前月水準▲29.1）とな
り、マイナス幅が△11.5ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、全ての業種においてマイナス幅が縮小する見通しであり、幅の大
きい順に、卸小売業▲24.1(同▲44.4)、サービス業▲25.0(同▲35.7)、建設業▲7.6(同▲13.3)、製造
業▲7.1(同▲12.5)である。特に、卸小売業はマイナス幅が△20.3ポイントと大幅に縮小する見通し
である。

○

○

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

ＤＩ値

月別

平成２２年６月の資金繰りDＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２２年６の資金繰り

６月
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前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 38.2 ▲ 33.8 ▲ 51.4 ▲ 41.1 ▲ 27.9 ▲ 22.0 ▲ 4.4 ▲ 7.3
建　　　設 ▲ 53.8 ▲ 23.0 ▲ 92.3 ▲ 53.8 ▲ 23.0 ▲ 30.7 ±0.0 ±0.0
製　　　造 ±0.0 ±0.0 ±0.0 ±0.0 ▲ 21.4 ▲ 21.4 ▲ 14.2 ▲ 21.4
卸 ・小売 ▲ 55.1 ▲ 51.7 ▲ 65.5 ▲ 55.1 ▲ 31.0 ▲ 13.7 ▲ 17.2 ▲ 17.2
サービス ▲ 25.0 ▲ 41.6 ▲ 33.3 ▲ 41.6 ▲ 33.3 ▲ 33.3 △ 33.3 △ 25.0

前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 42.6 ▲ 35.2 ▲ 25.0 ▲ 17.6
建　　　設 ▲ 46.1 ▲ 30.7 ▲ 30.7 ▲ 7.6
製　　　造 ±0.0 ▲ 7.1 ▲ 7.1 ▲ 7.1
卸 ・小売 ▲ 65.5 ▲ 51.7 ▲ 31.0 ▲ 24.1
サービス ▲ 33.3 ▲ 33.3 ▲ 25.0 ▲ 25.0

【ＤＩ値集計表】

従業員

業況 資金繰り

売上高（受注・出荷） 採算 仕入単価
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【平成２２年６月の業種別業界内トピックス】
産業別 概 　　　　　　　　　　　況 キーワード 業種

良い材料はありません 好材料なし 一般土木建築工事業

ボーナス時期でもあり、資金調達に苦慮しています。今後大幅に利益が
上がる材料が無いので、ここでボーナス支給をどうするか考え中です。

ボーナス
資金繰り困難
好材料なし

管工事業（さく井を除く）

見積もりの時点で採算が合わず辞退せざるを得ない場合もある。品質の
低下を懸念する。

不採算
品質低下

電気工事業

製造

電子パーツ等が中国へ大幅に流れているため、納期確保に苦労してい
る。引き合い、受注量が増えてこず「景気が良くなってきた」という実感が
まだ持てない。関係業者からは中国の好景気がまだ続きそうなため、中
国からの大量注文が継続的に続いていて、国内メーカーからの受注品確
保に苦労しているとのこと。

納期確保困難
景気回復実感なし
中国の好景気
国内メーカー受注確保

その他の機械・同部分品製造業

サラリーマンの平均お小遣いが3万円代まで落ちたらしい。柏の飲食店は
ピンチだと思う。

食料・飲料卸売業

消費者は子ども手当により多少の余裕は出るのかもしれないが、まだま
だ先行きがわからないため、とりあえず預金している状態ではないか。

子ども手当
先行き不透明

古紙卸売業

前月は売り上げが17カ月ぶりに前年同月とほぼ同水準まで盛り返すな
ど、好転（下げ止まり）の兆しが強い。しかしながら6月に関しては前年ほ
どの勢いがみられず楽観ができない状況である。

下げ止まりの兆し
先行き不透明

百貨店

4月末、5月末に新規テナントがオープンし、入店客増につながっています
が、反面仕入単価上昇にもなっている。

新規オープン
入店客数増加
仕入単価上昇

百貨店

梅雨入りをしたが、天候の乱れや不安定さが生産物にも影響している状
況。そのため野菜が単価安であったり、単価高であるものもあり安定しな
い。果実も同様の状況全体的には気が抜けない入荷減、売上減の販売
で流通経路の変化が生じています。

天候の影響
青果物単価不安定
流通経路の変化

食料・飲料卸売業

スポーツ衣料部門が販売競争の激化で今期は前年比売上５％減の予
想。経費削減や仕入れ努力により経常益はプラス予想。大手との競合、
低価格競争の時代に、商品の選別、販売価格等厳しい局面が続くと思
う。当面は立地条件や経営基盤の無い中小業者の淘汰が続くと思う。

販売競争激化
経費削減
低価格競争
中小業者の淘汰

その他の飲食料品小売業

仕入単価が安定しないので耐久期間の見直しがたたず、岐路に立たされ
ている。新規採用した社員の活躍に期待。

仕入単価不安定
新規採用

燃料小売業（ガソリンスタンド含まず）

デジタル化の影響が出版、書籍販売業界にでてくるのか、iPad、キンドル
等教科書のデジタル化も政府目標は２０１５年に設定された

デジタル化 書籍・文房具小売業

政治不安や給与から税金を引いた手取り額の減少などが問題。また、定
休日が無く人件費の削減ができず、現状の売り上げでは経費をかけた企
画も実行しにくい。

政治不安
手取り額減少

時計・眼鏡・光学機械小売業

依然、前年数字をクリアできない業況が続いている。今年も夏物衣料品
の見切り時期が早まりそうで、採算悪化が心配される。

採算悪化 その他の各種商品小売業（従業者が常時５０人未満のも
の）

6月度月初は天候にも恵まれたことから夏物需要が高まり、入店客数・売
り上げともに年前を上回る推移となった。2週目に入ると入店客数が低調
な推移となったことから、客数減の影響を受けた雑貨業種、飲食業種の
苦戦が目立ったが、衣料品店舗で順次ＶＩＰセールを開催したため、売上
高に大きな落ち込みは見られなかった。月末にかけては周辺ＳＣのセー
ルが実施されることや、セール前の買い控えも予想されることから、接客
を強化し売上につなげていく。

夏物需要高まり
入店客数減少
飲食業苦戦
買い控え

各種商品小売業

７月の参議院選挙の結果で景気が左右されそうな気がします。 参議院選挙の影響 理容業
対前年比来客者数は若干増であるが、客単価は90%に減っている。これも
不景気故の買い控えなのか

客単価減少
買い控え

公衆浴場業

建設

卸小売

サービス
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・ 良い材料はありません
・ ボーナス時期でもあり、資金調達に苦慮しています。今後大幅に利益が上

がる材料が無いので、ここでボーナス支給をどうするか考え中です。

・ 消費者は子ども手当により多少の余裕は出るのかもしれないが、まだまだ
先行きがわからないため、とりあえず預金している状態ではないか。

・ 前月は売り上げが17カ月ぶりに前年同月とほぼ同水準まで盛り返すなど、
好転（下げ止まり）の兆しが強い。しかしながら6月に関しては前年ほどの勢
いがみられず楽観ができない状況である。

・ 6月度月初は天候にも恵まれたことから夏物需要が高まり、入店客数・売り
上げともに年前を上回る推移となった。2週目に入ると入店客数が低調な推
移となったことから、客数減の影響を受けた雑貨業種、飲食業種の苦戦が
目立ったが、衣料品店舗で順次ＶＩＰセールを開催したため、売上高に大きな
落ち込みは見られなかった。月末にかけては周辺ＳＣのセールが実施される
ことや、セール前の買い控えも予想されることから、接客を強化し売上につ
なげていく。

・ 対前年比来客者数は若干増であるが、客単価は90%に減っている。これも不
景気故の買い控えなのか

◎先行き不透明

◎好材料なし

◎買い控え
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　【資金繰りＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲25.0に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲26.4で、
柏の方がマイナス幅が1.4ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業種は、
建設業、製造業、サービス業で、製造業は10ポイント以上良い。「柏の景
気」の方が悪い業種は卸小売業。

【採算ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲51.4に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲37.4で、
柏のほうがマイナス幅が14.0ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業種
は、製造業、サービス業で、製造業は10ポイント以上良い。「柏の景気」の
方が悪い業種は建設業・卸小売業で、いずれも10ポイント以上悪い。

　【仕入単価ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲27.9に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲18.3で、
柏の方がマイナス幅が9.6ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業種は
建設業、製造業。「柏の景気」の方が悪い業種は卸小売業、サービス業
で、いずれも10ポイント以上悪い。

平成２２年６月のＣＣＩ‐ＬＯＢＯとの比較

【業況ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲42.6に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲40.5で、
柏の方がマイナス幅が2.1ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業種は、
建設業・製造業、サービス業で、いずれも10ポイント以上良い。「柏の景気」
の方が悪い業種は卸小売業で、10ポイント以上悪い。

【売上ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲38.2に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲34.1で、
柏の方がマイナス幅が4.1ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業種は、
製造業、サービス業で、いずれも10ポイント以上良い。「柏の景気」の方が
悪い業種は、建設業、卸小売業で、卸小売業は10ポイント以上悪い。

　【従業員ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲4.4に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲11.2で、柏
の方がマイナス幅が6.8ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業種は、建
設業、サービス業で、いずれも10ポイント以上良い。「柏の景気」の方が悪
い業種は、製造業、卸小売業で、卸小売業は10ポイント以上悪い。
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特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 42.6 ▲ 46.1 ±0.0 ▲ 65.5 ▲ 33.3

▲ 40.5 ▲ 58.1 ▲ 25.1 ▲ 41.8 ▲ 45.1

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 38.2 ▲ 53.8 ±0.0 ▲ 55.1 ▲ 25.0

▲ 34.1 ▲ 47.7 ▲ 14.6 ▲ 40.5 ▲ 38.8

採算DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 51.4 ▲ 92.3 ±0.0 ▲ 65.5 ▲ 33.3

▲ 37.4 ▲ 52.1 ▲ 27.1 ▲ 35.0 ▲ 42.0

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 27.9 ▲ 23.0 ▲ 21.4 ▲ 31.0 ▲ 33.3

▲ 18.3 ▲ 32.9 ▲ 26.1 ▲ 6.0 ▲ 18.3

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 4.4 ±0.0 ▲ 14.2 ▲ 17.2 △ 33.3

▲ 11.2 ▲ 24.3 ▲ 11.5 ▲ 5.2 ▲ 8.0

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 25.0 ▲ 30.7 ▲ 7.1 ▲ 31.0 ▲ 25.0

▲ 26.4 ▲ 39.1 ▲ 22.8 ▲ 24.1 ▲ 27.2

　 は「柏の景気」の方が、10ポイント以上良い項目

は「柏の景気」の方が、10ポイント以上悪い項目

CCI―LOBO

柏の景気

柏の景気

CCI―
LOBO

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気

平成２２年６月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

景気天気図

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気



 調査期間：平成２２年６月１６日～２２日 
 
調査対象：柏市内１０７事業所及び組合に 

ヒアリング、回答数６８ 

柏 の 景 気 情 報 
（６月の調査結果のポイント）
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幅
が

拡
大
し
た
業
種
は
、
幅
の
大
き
い

順
に
、
建
設
業
▲
４
６
．
１(

同
▲

３
３
．
３)

、
卸
小
売
業
▲
６
５
．

５(

同
▲
６
２
．
９)

で
あ
る
。 

 

【
建
設
業
】
か
ら
は
、「
見
積
も
り

の
時
点
で
採
算
が
合
わ
ず
辞
退
せ

ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
あ
る
。
品
質

の
低
下
を
懸
念
す
る
」（
電
気
工
事

業
）
等
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ

た
。 

 

【
製
造
業
】
か
ら
は
、「
電
子
パ
ー

ツ
等
が
中
国
へ
大
幅
に
流
れ
て
い

る
た
め
、
納
期
確
保
に
苦
労
し
て
い

る
。
引
き
合
い
、
受
注
量
が
増
え
て

こ
ず
「
景
気
が
良
く
な
っ
て
き
た
」

と
い
う
実
感
が
ま
だ
持
て
な
い
。
関

係
業
者
か
ら
は
中
国
の
好
景
気
が

ま
だ
続
き
そ
う
な
た
め
、
中
国
か
ら

の
大
量
注
文
が
継
続
的
に
続
い
て

い
て
、
国
内
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
受
注

品
確
保
に
苦
労
し
て
い
る
と
の
こ

と
」（
そ
の
他
の
機
械
・
同
部
分
品

製
造
業
）
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ

ら
れ
た
。 

 

【
卸
小
売
業
】
か
ら
は
、「
梅
雨
入

り
を
し
た
が
、
天
候
の
乱
れ
や
不
安

定
さ
が
生
産
物
に
も
影
響
し
て
い

る
状
況
。
そ
の
た
め
野
菜
が
単
価
安

で
あ
っ
た
り
、
単
価
高
で
あ
る
も
の

も
あ
り
安
定
し
な
い
。
果
実
も
同
様

の
状
況
全
体
的
に
は
気
が
抜
け
な

い
入
荷
減
、
売
上
減
の
販
売
で
流
通

経
路
の
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
」

（
食
料
・
飲
料
卸
売
業
）、「
ス
ポ
ー

ツ
衣
料
部
門
が
販
売
競
争
の
激
化

で
今
期
は
前
年
比
売
上
５
％
減
の

予
想
。
経
費
削
減
や
仕
入
れ
努
力
に

よ
り
経
常
益
は
プ
ラ
ス
予
想
。
大
手

と
の
競
合
、
低
価
格
競
争
の
時
代

に
、
商
品
の
選
別
、
販
売
価
格
等
厳

し
い
局
面
が
続
く
と
思
う
。
当
面
は

立
地
条
件
や
経
営
基
盤
の
無
い
中

小
業
者
の
淘
汰
が
続
く
と
思
う
」

（
そ
の
他
の
飲
食
料
品
小
売
業
）、

「
依
然
、
前
年
数
字
を
ク
リ
ア
で
き

な
い
業
況
が
続
い
て
い
る
。
今
年
も

夏
物
衣
料
品
の
見
切
り
時
期
が
早

ま
り
そ
う
で
、
採
算
悪
化
が
心
配
さ

れ
る
」（
そ
の
他
の
各
種
商
品
小
売

業
）
な
ど
と
い
っ
た
声
も
寄
せ
ら
れ

た
。 
 

【
サ
ー
ビ
ス
業
】
で
は
、「
７
月
の

参
議
院
選
挙
の
結
果
で
景
気
が
左

右
さ
れ
そ
う
な
気
が
し
ま
す
」（
理

容
業
）
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ

た
。 

 

６
月
の
景
気
キ
ー
ワ
ー
ド 

 

◎
好
材
料
な
し 

 

各
業
種
か
ら
、「
良
い
材
料
は
あ

り
ま
せ
ん
」（
一
般
土
木
建
築
工
事

業
）、「
ボ
ー
ナ
ス
時
期
で
も
あ
り
、

資
金
調
達
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
今

後
大
幅
に
利
益
が
上
が
る
材
料
が

無
い
の
で
、
こ
こ
で
ボ
ー
ナ
ス
支
給

を
ど
う
す
る
か
考
え
中
で
す
」（
管

工
事
業
）
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。 

 ◎
先
行
き
不
透
明 

 

各
業
種
か
ら
、「
消
費
者
は
子
ど

も
手
当
に
よ
り
多
少
の
余
裕
は
出

る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
ま
だ
ま
だ

先
行
き
が
わ
か
ら
な
い
た
め
、
と
り

あ
え
ず
預
金
し
て
い
る
状
態
で
は

な
い
か
」（
古
紙
卸
売
業
）、「
前

月
は
売
り
上
げ
が
１
７
カ
月
ぶ
り

に
前
年
同
月
と
ほ
ぼ
同
水
準
ま
で

盛
り
返
す
な
ど
、
好
転
（
下
げ
止

ま
り
）
の
兆
し
が
強
い
。
し
か
し

な
が
ら
６
月
に
関
し
て
は
前
年
ほ

ど
の
勢
い
が
み
ら
れ
ず
楽
観
が
で

き
な
い
状
況
で
あ
る
」（
百
貨
店
）

な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。 

 ◎
買
い
控
え 

 
 

各
業
種
か
ら
、「
６
月
度
月
初

は
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
こ
と
か
ら

夏
物
需
要
が
高
ま
り
、
入
店
客

数
・
売
り
上
げ
と
も
に
年
前
を
上

回
る
推
移
と
な
っ
た
。
２
週
目
に

入
る
と
入
店
客
数
が
低
調
な
推
移

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
客
数
減
の

影
響
を
受
け
た
雑
貨
業
種
、
飲
食

業
種
の
苦
戦
が
目
立
っ
た
が
、
衣

料
品
店
舗
で
順
次
Ｖ
Ｉ
Ｐ
セ
ー
ル

を
開
催
し
た
た
め
、
売
上
高
に
大

き
な
落
ち
込
み
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。
月
末
に
か
け
て
は
周
辺
Ｓ
Ｃ

の
セ
ー
ル
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

や
、
セ
ー
ル
前
の
買
い
控
え
も
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
接
客
を
強

化
し
売
上
に
つ
な
げ
て
い
く
」

（
各
種
商
品
小
売
業
）、「
対
前
年

比
来
客
者
数
は
若
干
増
で
あ
る

が
、
客
単
価
は
９
０
％
に
減
っ
て

い
る
。
こ
れ
も
不
景
気
故
の
買
い

控
え
な
の
か
」（
公
衆
浴
場
業
）な

ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

  

Ｃ
Ｃ
Ｉ
‐
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
と
の
比
較 

 

全
産
業
合
計
で
は
、「
柏
の
景

気
」
が
▲
４
２
．
６
に
対
し
、｢

Ｃ

Ｃ
Ｉ
‐
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ｣

が
▲
４
０
．
５

で
、
柏
の
方
が
マ
イ
ナ
ス
幅
が
２
．

１
ポ
イ
ン
ト
大
き
い
。「
柏
の
景

気
」
の
方
が
良
い
業
種
は
、
建
設

業
・
製
造
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
、
い

ず
れ
も
１
０
ポ
イ
ン
ト
以
上
良
い
。

「
柏
の
景
気
」
の
方
が
悪
い
業
種
は

卸
小
売
業
で
、
１
０
ポ
イ
ン
ト
以
上

悪
い
。 

  

柏の景気情報・産業別業況ＤＩ 

  全産業 建設 製造 卸･小売 ｻｰﾋﾞｽ 
１月   44.4   53.3   11.7   60.7   41.6 
２月   44.5   64.2   17.6   58.6   28.5 
３月   42.6   64.2   21.0   48.1   40.0 
４月   39.4   64.2   5.8   48.1   38.4 
５月   43.0   33.3   12.5   62.9   50.0 
６月   42.6   46.1 0.0   65.5   33.3 
見通し   35.2   30.7   7.1   51.7   33.3 
｢見通し｣は今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 



  

 調査期間：平成22年6月16日～22日 
 
調査対象：全国の408商工会議所が2653業種
     組合等にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（６月速報）

全 

国 

の 

業 

況 

業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
改
善
の
勢
い
に

一
服
感 

 

６
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ

Ｉ
は
▲
４
０
．
５
（
前
月
比
▲
０
．

８
ポ
イ
ン
ト
）と
、前
月（
▲
３
９
．

７
）
か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し

た
。
業
況
は
、
持
ち
直
し
の
動
き
が

続
い
て
い
る
も
の
の
、先
月
ま
で
続

い
て
い
た
改
善
の
勢
い
に
一
服
感

が
出
て
い
る
。景
気
回
復
の
自
律
性

は
ま
だ
乏
し
く
、競
争
激
化
に
よ
る

低
価
格
で
の
受
注
確
保
や
、消
費
者

の
低
価
格
志
向
を
意
識
し
た
値
下

げ
競
争
に
よ
り
、収
益
確
保
は
難
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。各
地
か
ら

は
、「
中
小
企
業
は
、
ま
だ
大
企
業

ほ
ど
景
気
回
復
の
実
感
は
な
い
」と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
▲
３
５
．

３
（
前
月
比
＋
１
．
２
ポ
イ
ン
ト
）

と
、６
カ
月
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
幅
が

縮
小
し
た
。
前
月
と
比
べ
、
製
造
業

と
サ
ー
ビ
ス
業
は
ほ
ぼ
横
ば
い
と

な
っ
た
も
の
の
、他
の
３
業
種
は
マ

イ
ナ
ス
幅
が
縮
小
し
た
。受
注
や
来

客
数
の
増
加
な
ど
、好
転
の
兆
し
が

見
え
る
こ
と
か
ら
、先
行
き
に
期
待

す
る
声
が
多
い
。
し
か
し
、
依
然
と

し
て
一
部
原
材
料
価
格
の
上
昇
・
高

止
ま
り
や
公
共
工
事
の
減
少
、宮
崎

県
に
お
け
る
口
蹄
疫
の
影
響
が
今

後
の
懸
念
材
料
と
な
っ
て
お
り
、先

行
き
見
通
し
に
は
慎
重
な
声
が
根

強
い
。 

 

【
建
設
業
】「
民
間
工
事
に
お
け
る
大

手
ゼ
ネ
コ
ン
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
が
横

行
し
て
い
る
」（
一
般
土
木
建
築
工
事

業
）、「
地
元
自
治
体
か
ら
の
工
事
発
注

量
が
激
減
し
、
経
営
は
危
機
的
状
況
」

（
一
般
土
木
建
築
工
事
業
）、「
昨
年
に

比
べ
て
新
築
住
宅
の
注
文
が
増
加
傾
向

に
あ
る
」（
建
築
工
事
業
） 

 

【
製
造
業
】「
主
原
料
で
あ
る
鉄
鋼
価

格
の
上
昇
が
今
後
の
業
績
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
見
通
し
」（
そ
の
他
の
金
属
製

品
製
造
業
）、「
仕
事
量
は
増
加
傾
向
に

あ
る
が
、
受
注
単
価
が
大
幅
に
落
ち
込

ん
で
お
り
収
益
確
保
が
困
難
」（
そ
の

他
の
機
械
・
同
部
分
品
製
造
業
）、「
原

材
料
価
格
が
上
昇
し
、
製
品
の
販
売
価

格
へ
の
転
嫁
が
喫
緊
の
課
題
」（
鉄
素

形
材
製
造
業
） 

 

【
卸
売
業
】「
県
内
地
場
ス
ー
パ
ー
に

卸
売
り
を
行
っ
て
い
る
が
、
県
外
資
本

の
大
手
ス
ー
パ
ー
と
の
価
格
競
争
が
激

し
く
、
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
い
て
い

る
」（
各
種
商
品
卸
売
業
）、「
取
引
先

か
ら
の
値
下
げ
圧
力
が
強
く
、
薄
利
多

売
で
何
と
か
利
益
を
確
保
し
て
い
る
状

況
」（
農
畜
産
物
・
水
産
物
卸
売
業
）、

「
エ
コ
カ
ー
減
税
・
補
助
金
の
政
策
効

果
に
よ
り
売
上
は
堅
調
だ
が
、
エ
コ
カ

ー
補
助
金
が
９
月
末
で
期
限
切
れ
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、10

月
以
降
の
売
上
見

通
し
が
不
透
明
」（
自
動
車
卸
売
業
） 

 

【
小
売
業
】「
天
候
不
順
に
伴
う
野

菜
・
果
物
の
価
格
高
騰
が
終
息
し
た
」

（
百
貨
店
・
総
合
ス
ー
パ
ー
）、「
家
電

で
は
薄
型
テ
レ
ビ
の
売
上
が
好
調
を
維

持
し
て
い
る
」（
百
貨
店
・
総
合
ス
ー
パ

ー
）、「
今
年
１
０
月
に
実
施
予
定
の
た

ば
こ
税
増
税
に
伴
う
売
上
の
減
少
を
懸

念
し
て
い
る
」（
商
店
街
） 

 

【
サ
ー
ビ
ス
業
】「
素
材
メ
ー
カ
ー
を

中
心
に
陸
上
輸
送
量
が
前
年
よ
り
増
加

し
て
い
る
」（
運
送
業
）、「
取
引
先
が

価
格
交
渉
に
厳
格
な
態
度
で
臨
む
よ
う

に
な
っ
た
た
め
、
営
業
利
益
が
落
ち
込

ん
で
い
る
」（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
）、

「
施
設
内
の
設
備
投
資
を
行
う
必
要
が

あ
る
が
、
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
い
て

お
り
、
な
か
な
か
手
を
つ
け
ら
れ
な
い

状
況
」（
旅
館
） 

 六
月
の
キ
ー
ワ
ー
ド 

 

○
仕
入
価
格
の
上
昇
・
高
止
ま
り
に

よ
る
影
響 

 
 
 

依
然
と
し
て
、多
く
の
原
材
料
や

仕
入
価
格
の
上
昇
・
高
止
ま
り
に
よ

る
収
益
へ
の
悪
影
響
を
訴
え
る
声

が
根
強
い
。 

受
注
量
は
回
復
し
て
い
る
が
、原

材
料
価
格
の
急
上
昇
に
よ
り
、収
益

の
確
保
が
困
難
（
佐
野
・
金
属
加
工

機
械
製
造
業
）、
前
年
同
月
よ
り
売

上
は
増
加
し
て
い
る
が
、原
材
料
価

格
の
高
騰
に
よ
り
収
益
が
改
善
す

る
見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
（
川

崎
・
通
信
機
械
器
具
製
造
業
）、
ア

ル
コ
ー
ル
類
や
食
材
の
仕
入
価
格

が
前
月
よ
り
更
に
上
昇
し
て
い
る

一
方
、販
売
価
格
へ
の
転
嫁
が
難
し

く
、採
算
面
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
（
海
老
名
・
そ
の
他
の
一
般
飲

食
店
） 

○
受
注
売
上
に
持
ち
直
し
の
動
き 
 

 
 

受
注
・
購
入
単
価
は
低
迷
が
続
い

て
い
る
も
の
の
、製
造
業
に
お
け
る

受
注
量
や
百
貨
店
に
お
け
る
来
客

数
が
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

中
国
向
け
を
中
心
に
小
型
機
械

の
生
産
に
僅
か
な
が
ら
持
ち
直
し

の
動
き
が
み
ら
れ
る
（
亀
田
・
金
属

加
工
機
械
製
造
業
）、
海
外
生
産
向

け
産
業
機
械
部
品
の
受
注
が
増
加

傾
向
に
あ
る
（
大
府
・
工
業
用
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
製
造
業
）、
こ
れ
ま

で
低
迷
し
て
い
た
衣
料
品
の
売
上

に
持
ち
直
し
の
動
き
が
出
て
い
る

（
宇
都
宮
・
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ

ー
） 

 ○
価
格
競
争
の
激
化 

 

公
共
工
事
の
削
減
に
伴
い
、採
算

を
度
外
視
し
た
受
注
獲
得
競
争
や
、

小
売
業
な
ど
に
お
け
る
消
費
者
の

低
価
格
志
向
を
意
識
し
た
大
幅
な

値
下
げ
な
ど
、価
格
競
争
の
激
化
に

よ
る
収
益
の
減
少
を
訴
え
る
声
が

多
い
。 

公
共
工
事
に
お
い
て
、採
算
を
度

外
視
し
た
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
が
横

行
し
て
い
る
た
め
、受
注
額
が
前
年

同
月
よ
り
大
幅
に
減
少
し
て
い
る

（
静
岡
・
一
般
土
木
建
築
工
事
業
）、

ガ
ソ
リ
ン
の
仕
入
価
格
が
横
ば
い

傾
向
で
推
移
し
て
い
る
も
の
の
、周

辺
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
と
の
価
格

競
争
が
激
し
く
、販
売
価
格
は
下
落

し
、
収
益
確
保
が
困
難
な
状
況
に
あ

る
（
横
浜
・
化
学
製
品
卸
売
業
）、
食

料
品
の
価
格
競
争
が
激
し
く
、
売

上
・
収
益
と
も
に
減
少
し
て
い
る（
古

河
・
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー
） 

全国・産業別業況ＤＩの推移 
 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
１月  62.3  63.9  58.0  58.3  69.5  59.1
２月  56.2  61.4  47.4  57.1  62.7  54.5
３月  49.3  52.6  35.6  50.0  57.7  52.1
４月  45.7  59.6  30.6  48.5  50.9  45.5
５月  39.7  55.3  25.4  34.6  46.0  39.5
６月  40.5  58.1  25.1  37.0  41.8  45.1
見通し  35.3  48.8  26.8  24.1  37.8  36.9

｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 


